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避難所は、学校などを指定しています。避難所の開設・
運営については、自主防災組織と市の職員が中心となっ
て行います。

●地図上であなたの家と避難所を確認
しましょう。

●避難所まで実際歩いてみて避難路を
確認しましょう。

●避難時の持出し品を日頃から準備し、
すぐに持ち出せるようにしておきましょう。

●普段からテレビやラジオで雨や台風な
どの情報、市の音声告知放送に注意しま
しょう。

自然災害に普段から備えを

●あなたの家から避難所までの道順や
方向をマップに書き入れましょう。

●家族で避難時の行動について話し
合っておきましょう。

●音声お知らせ端末の電池や食料等の
備蓄も点検しておきましょう。

避難所とは

避難所では

避難所では、係員の指示
に従ってください。

災害に関する情報が、ラ
ジオ、テレビ、市からの音
声告知放送などにより伝
達されますので、落ち着
いて情報を待ってください。

避難勧告が出されたとき
は、避難所では、食料・寝
具等が用意されます。

避難所から出るときには、
必ず係員に伝えるように
してください。

1 テレビ・ラジオ・新聞が伝える気象情報に注意し、常に
最新の情報を聞くようにしましょう。

2
1時間に20ミリ以上、降り始めてから100ミリ以上に達し
た時は災害が発生するおそれがあります。強い雨が
降ったら、家の周りの安全を確かめましょう。

3 雨で増水した小川や側溝、マンホールは境界が見えにくく、転落事故が発生するおそれがあ
ります。危険な場所に近づかないようにしましょう。

4

次のような土砂災害の前ぶれに気づいたら、まわりの人に知らせて一緒に避難しましょう。

① 雨が降り続いているのに川の水位が下がる。

② 急に川の流れが濁り流木が混ざる。

③ 山鳴りがする。

④ がけに割れ目が見える。

⑤ がけから水が湧き出る。

⑥ がけから小石がぱらぱらと落ちる。

5 危険を感じたり、防災機関から指示があったら速やかに避難する。「むだ足覚悟で早めの避
難」を心がけてください。

6 避難の際は、持ち物を最小限にして背中に背負うなどし、とっさのとき両手が自由に使えるよ
うにしましょう。浸水の場所を避難するときは、とくに履物や足もとに注意し、子供やお年寄り
から目を離さず、手を引くなど手助けを忘れずに。

7 自分の住んでいる地域で、過去に洪水・浸水や山崩れ・がけ崩れの災害が発生したことがあ
るか、またどのような危険があるか日頃から災害に備えて家族と話し合いをしましょう。

地 震

集 中 豪 雨

集中豪雨は、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪
雨のことで、梅雨の終わりごろによく起こります。比較的狭
い地域で突発的に降るため、その予測は困難。中小河川
の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れによる大きな被害が予想さ
れます。がけ付近や造成地、扇状地などは気象情報に十
分に注意し万全の対策をとるようにしましょう。

激しい揺れは数十秒程度でおさまります。倒れてくるも
のなどから、身を守って下さい。

2～5分

家族の安否確認

避難経路の確保

10分～

火の元の確認/火の始末

近所の安全確認

揺れを感じた時にすぐ火の始末をすると、揺れによって
火傷を負う可能性があります。あわてず大揺れが収まっ
てから消火しましょう。

家族が無事か確認しましょう。家族内で事前に決まり事
を作っておくとよいでしょう。

揺れによって入り口がゆがんで、ドアや窓が開かなく
なっている事が考えられます。割れたガラスなどに注意、
厚手のスリッパやスニーカーを履きましょう。

近所で家屋が倒壊して埋もれてる人はいないか、火災
は起きていないか確認しましょう。

経過時間 ポイント

地震発生～2分

▼

火の元の確認

火の始末

5～10分

自分の身を守る

▼

▼

行動すること

地震は、地下の岩石圏の特定部分に様々な要因によりひずみが蓄積され、ある限界に達して急激
な変形によってこれを解消する現象のことです。大きな地震は家屋や道路及びため池を破壊したり、
火災や土砂災害などを引き起こします。現在、地震予知の研究が進んでいますが、天気予報のよ
うな科学的根拠に基づく予報・予知が確立されておらず、前触れ無く突然襲ってくるのが地震です。
そのため、事前に避難計画を立て万一に備えることが重要です。

危険を感じたら、早めの
自主避難を心がけましょう！

豊 後 大 野 市
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